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備
前
市
の
歴
史

　
　
　
　
　
　

～
昭
和
の
大
合
併
ま
で
～

　

日
本
の
旧
石
器
時
代
に
あ
た
る
約
３
万
７
千
万
年
前
か
ら

約
１
万
８
千
万
年
前
ご
ろ
は
、
最
終
氷
期
（
約
７
万
年
前
～

約
１
万
年
前
）
に
あ
た
り
、
海
水
面
は
現
在
よ
り
１
０
０
ｍ

～
１
３
０
ｍ
低
下
し
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
は
瀬
戸
内
盆
地
で

あ
り
大
草
原
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
※
年
代

に
つ
い
て
は
多
説
あ
り
ま
す
。）そ
し
て
小
豆
島
や
家
島
、
日

生
諸
島
の
島
々
は
そ
の
草
原
に
そ
び
え
る
山
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。（
瀬
戸
内
海
の
現
在
の
平
均
水
深
は
約
38
ｍ
）

　

ま
た
、
こ
の
頃
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
は
陸
続
き
で
あ
っ

た
と
さ
れ
、旧
石
器
時
代
の
人
々
は
、今
か
ら
約
３
万
年
足
ら

ず
前
に
中
国
大
陸
や
そ
の
他
か
ら
や
っ
て
き
て
、瀬
戸
内
の
草

原
で
動
物
を
追
っ
て
移
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
人
々
は
、
打
製
石
器
を
使
っ
て
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
や

オ
オ
ツ
ノ
シ
カ
な
ど
の
大
型
動
物
や
、
そ
の
他
の
動
物
の
群

れ
を
追
っ
て
狩
猟
を
行
っ
て
お
り
、
佐
山
の
亀
井
戸
廃
寺
や

鶴
海
坂
田
貝
塚
周
辺
、
日
生
諸
島
な
ど
で
多
く
の
遺
物
等
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
１
万
年
前
に
氷
河
時
代
が
終
わ
り
、
瀬
戸
内
盆
地
に
海

水
が
侵
入
し
て
瀬
戸
内
海
が
で
き
、
日
本
は
大
陸
と
も
離
れ

て
弧
状
の
列
島
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

大
陸
と
の
往
来
が
で
き
な
く
な
っ
た
大
型
動
物
の
乱
獲
に

よ
る
絶
滅
の
代
わ
り
に
、
海
水
の
侵
入
に
よ
り
貝
、
魚
の
種

類
と
量
が
増
え
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
の
動
物
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
狩
猟
の
方
法
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
、
工
夫

を
し
て
い
ろ
い
ろ
な
道
具
を
作
り
ま
し
た
。
弓
矢
・
土
器
・

磨
製
石
器
が
こ
れ
で
す
。

　

こ
れ
が
縄
文
時
代
の
始
ま
り
で
、
１
万
年
く
ら
い
前
か
ら

２
３
０
０
年
く
ら
い
前
ま
で
、
約
８
０
０
０
年
間
続
い
た
そ

う
で
す
。
食
糧
確
保
の
た
め
、
狩
猟
や
木
の
実
の
採
取
か
ら

次
第
に
作
物
採
取
へ
と
転
換
が
始
ま
り
、
集
落
の
形
成
が
進

ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
時
代
の
遺
跡
に
、
西
片
上
の
長
縄
手

遺
跡
（
４
０
０
０
年
前
、
縄
文
時
代
中
期
末
）
の
集
落
跡
や

新
庄
西
畑
田
遺
跡
（
縄
文
時
代
後
期
前
半
）
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
水
稲
栽
培
が
始
ま
り
、
弥
生
時
代
（
Ｂ
Ｃ
３
世
紀

～
Ａ
Ｄ
３
世
紀
の
約
６
０
０
年
間
）
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
す
。

畠
田
の
船
山
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
前
期
後
半
か
ら
中
期
中
頃

ま
で
の
遺
跡
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

続
く
古
墳
時
代
（
Ａ
Ｄ
３
世
紀
中
頃
～
７
世
紀
前
半
の
約

３
５
０
年
間
）
に
は
、
長
尾
山
古
墳
、
新
庄
天
神
山
古
墳
、

鶴
山
丸
山
古
墳
、
小
丸
山
古
墳
が
造
営
さ
れ
、
後
期
に
も
船

山
古
墳
（
坂
根
）
池
灘
古
墳
、
大
滝
道
古
墳
群
（
十
数
基
：

大
内
）、
奥
谷
古
墳
群
（
香
登
本
）、
惣
田
奥
古
墳
群
（
佐
山
）

な
ど
が
造
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
世
紀
後
半
、
大
き
な
内
乱
が
吉
備
政
権
と
、
ヤ
マ
ト
王

権
と
の
間
で
勃
発
し
た
と
『
日
本
書
紀
』
に
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
吉
備
の
反
乱
」
伝
承
で
す
。

こ
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
吉
備
氏
は
雄
略
天
皇
と
そ
の
一
族
に

対
し
て
３
回
に
わ
た
る
不
敬
、
謀
反
を
企
て
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
企
て
は
す
べ
て
失
敗
に
終
わ
り
、
吉
備

氏
は
勢
力
を
失
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飛
鳥
時
代
（
５
９
３
年
～
７
１
０
年
）
に
は
ヤ
マ
ト
王
権

の
拡
大
に
よ
り
中
央
集
権
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
西
暦
６
７
２
年
の
壬
申
の
乱
直
後
に
吉
備
地
域
の

分
割
が
行
わ
れ
、
備
前
の
国
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
た
可
能

性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
式
に
は
６
８
９
年（
持
統
天
皇
３
年
）の
飛
鳥
浄

御
原
令
の
発
布
を
も
っ
て
「
備
前
国
」、「
備
中
国
」、「
備
後
国
」

に
分
割
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
７
１
３
年
に
は

備
前
国
か
ら
美
作
国
を
分
立
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
分
国
に

よ
っ
て
、
吉
備
を
さ
ら
に
弱
体
化
さ
せ
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
支

配
を
安
定
さ
せ
る
狙
い
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
時
代
（
７
１
０
年
～
７
９
４
年
）、
備
前
地
域
は
、

当
初
邑
久
郡
香
登
郷
、
方
上
郷
等
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
７
６
６
年
に
、
藤
野
郡
（
の
ち
の
和
気
郡
）
に
編
入
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
（
７
９
４
年
～
１
１
８
５
年
）
に
は
、
現
在
の

備
前
地
域
は
「
倭
名
類
聚
抄
」
で
は
和
気
郡
坂
長
郷
、
香
止

郷
で
す
が
、
記
載
の
な
い
方
上
郷
は
「
延
喜
式
」
で
は
美
作

の
片
上
津
と
な
っ
て
い
ま
す
。
香
止
郷
は
伊
部
を
含
む
香
登

の
平
野
部
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
は
荘
園
が
数
多
く
設
け
ら
れ
、

備
前
市
も
い
く
つ
か
の
荘
園
と
国
衙
領
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
広
大
な
荘
園
で
あ
っ
た
新
田
荘
は
、
現
在
の
備
前
市
で

は
、
東
片
上
・
西
片
上
・
吉
永
町
笹
目
の
ほ
か
、
新
田
新
荘

約37,000年前～18,000年前大草原であったと思われる日生沖の瀬戸内海
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と
呼
ば
れ
て
い
た
伊
里
中
・
木
谷
・
閑
谷
・
八
木
山
・
蕃
山
・

麻
宇
那
・
友
延
・
穂
浪
及
び
日
生
町
全
域
を
含
む
も
の
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
香
登
荘
は
、
香
登
本
・
香
登
西
・
大
内
・
新
庄
・

畠
田
・
坂
根
・
福
田
・
伊
部
に
あ
た
る
地
域
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

国
衙
領
で
は
、
吉
永
保
は
、
吉
永
中
・
福
満
・
南
方
・
三
股
・

岩
崎
の
地
域
で
あ
り
、
神
根
保
は
不
確
か
で
す
が
、
神
根
本
・

高
田
・
今
崎
・
都
留
岐
・
和
意
谷
で
あ
り
、
三
石
保
は
三
石
・

野
谷
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
鶴
海
・
佐
山
は
こ
れ
も

不
確
か
で
す
が
、
佐
山
保
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
（
１
１
８
５
年
～
１
３
３
３
年
）
に
は
、
土
肥

氏
、
佐
々
木
（
加
地
）
氏
、
長
井
氏
ら
関
東
武
士
が
守
護
地

頭
職
と
な
り
、
建
武
の
新
政
（
１
３
３
３
年
～
１
３
３
６
年
）

で
は
細
川
氏
、
松
田
氏
が
治
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
、
都
と
筑
紫
を
結
ぶ
山
陽
道
は
、
三
石
か
ら
吉
永
、

和
気
を
通
っ
て
岡
山
方
面
へ
抜
け
て
い
た
の
が
、方
上
津
（
片

上
）、
備
前
焼
の
産
地
で
あ
る
伊
部
を
通
っ
て
、
福
岡
の
市

が
発
展
し
た
八
日
市
付
近
で
吉
井
川
を
渡
り
、
岡
山
方
面
へ

向
か
う
経
路
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
（
１
３
３
６
年
～
１
５
７
３
年
）
に
は
、
赤

松
氏
（
守
護
）、
山
名
氏
（
守
護
）、
浦
上
氏
（
播
磨
の
豪
族
、

赤
松
氏
の
守
護
代
）
等
が
治
め
ま
す
が
、
宇
喜
多
氏
（
備
前

の
豪
族
、
浦
上
の
重
臣
）
の
台
頭
に
よ
り
備
前
の
国
は
宇
喜

多
氏
の
領
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

宇
喜
多
氏
は
57
万
４
千
石
と
い
う
大
大
名
と
し
て
豊
臣
政

権
の
五
大
老
と
な
り
ま
す
が
、
関
が
原
の
戦
い
で
西
軍
に
つ

い
た
宇
喜
多
秀
家
は
領
地
没
収
で
八
丈
島
へ
遠
島
と
な
り
、

領
主
は
小
早
川
氏
、
そ
し
て
池
田
氏
へ
と
移
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
備
前
は
、
池
田
家
岡
山
藩
の
治
世
で
あ
り
、

京
・
大
阪
と
九
州
を
結
ぶ
主
要
街
道
で
あ
る
西
国
街
道
が
通

り
、
三
石
・
片
上
に
本
陣
、
脇
本
陣
が
あ
る
宿
駅
が
置
か
れ

て
い
ま
し
た
。
香
登
に
も
間
の
宿
が
置
か
れ
、
運
送
業
や
醸

造
業
で
栄
え
、
香
登
産
の
お
歯
黒
の
粉
は
高
級
品
と
し
て
全

国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
西
片
上
村
は
瀬
戸
内
航
路
の
湊
で
あ
り
、
岡
山
藩
の

「
御
米
蔵
」
が
置
か
れ
、
備
前
焼
を
は
じ
め
と
す
る
岡
山
藩

の
物
資
の
積
出
港
と
し
て
も
繁
栄
し
ま
し
た
。

　

大
多
府
は
天
然
の
良
港
で
あ
り
、
元
禄
11（
１
６
９
８
）

年
岡
山
藩
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
在
番
所
・
御
用
家
・
加
子
番
所

な
ど
が
置
か
れ
、潮
待
ち
、風
待
ち
の
港
と
し
て
参
勤
交
代
の

御
座
船
や
大
型
廻
船
が
寄
港
し
、
そ
の
中
に
は
北
前
船
も
含

ま
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
北
前
船
49
か
ら
）

　

寛
文
10（
１
６
７
０
）年
池
田
光
政
公
の
命
に
よ
り
創
建
さ

れ
た
閑
谷
学
校
は
、庶
民
の
た
め
の
学
校
と
し
て
盛
衰
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、多
く
の
有
能
な
人
物
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
に
あ
た
っ
た
津
田
永
忠
は
、
岡
山
藩
の
多
く

の
土
木
事
業
を
行
い
、
備
前
市
で
は
ほ
か
に
閑
谷
学
校
の
学

校
田
で
あ
る
井
田
や
、
和
意
谷
池
田
家
墓
所
、
大
多
府
漁
港

の
元
禄
防
波
堤
な
ど
の
建
設
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
元（
１
８
６
８
）
年
時
点
で
、
現
在
の
備
前
市
の
区

域
に
は
和
気
郡
53
村
、
邑
久
郡
２
村
が
あ
り
、
明
治
22

（
１
８
８
９
）年
に
は
合
併
に
よ
り
和
気
郡
12
村
、
邑
久
郡
１

村
と
な
り
、
町
制
施
行
に
移
り
な
が
ら
、
昭
和
26（
１
９
５
１
）

年
に
片
上
町
と
伊
部
町
が
合
併
し
て
備
前
町
に
、
昭
和
29

（
１
９
５
４
）年
に
吉
永
町
と
神
根
村
、
三
国
村
が
合
併
し
て

吉
永
町
に
、
昭
和
30（
１
９
５
５
）
年
に
備
前
町
と
香
登
町
、

伊
里
町
、
和
気
郡
鶴
山
村
と
邑
久
郡
鶴
山
村
が
合
併
し
て
備

前
町
に
、
日
生
町
と
福
河
村
が
合
併
し
て
日
生
町
に
な
り
ま

し
た
。

　
〔
参
考
文
献
〕

　

「
古
代
吉
備
を
さ
ぐ
る
平
原
か
ら
海
へ
―
瀬
戸
内
海
の
形
成
」

　
　
　

岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　

（
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　

「
和
気
郡
史
」
和
気
郡
史
刊
行
会

備前市の歴史  ～昭和の大合併まで～

年月日 変遷 邑久郡 和気郡

1868（M1）時点 和気郡 53 村

邑久郡　2 村

鶴海村

佐山村

伊部村

浦伊部村

久々井村

西片上村

東片上村

香登西村

香登本村

大内村

蕃山村

麻宇那村

木谷村

閑谷新田村

難田村

井田村

木生村

伊里中村

友延村

新庄村

畠田村

福田村

坂根村

三石村

八木山村

野谷村

日生村

大多府村

寒河村

福浦村

福浦新田

田倉村

倉吉村

金谷村

南方村

吉永中村

三股村

北方村

葛籠村

神根本村

小坂屋村

山津田村

門出村

南谷村

脇谷村

樫村

和意谷新田村

八塔寺村

下畑村

滝谷村

東畑村

大藤村

大股村

飯掛村

牛中村

1875（M8） 一部統合 鶴海村

佐山村

伊部村

浦伊部村

久々井村

西片上村

東片上村

香登西村

香登本村

大内村

蕃山村

麻宇那村

木谷村

閑谷新田村

穂浪村

伊里中村

友延村

新庄村

畠田村

福田村

坂根村

三石村

八木山村

野谷村

日生村

大多府

寒河村

福浦村

福満村

金谷村

南方村

吉永中村

三股村

岩崎村

神根本村

今崎村

高田村

和意谷村

加賀美村

多麻村

都留岐村

笹目村

1889（M22）.6.1 市町村制施行 鶴山村 伊部村 片上村 香登村 伊里村 鶴山村

　

　

　

三石村 日生村 福河村

　

　

　

　

　

　

英保村 神根村 三国村

1901（M34）.2.6 町制施行 片上町

1906（M39）.3.28 町制施行 三石町

　

　

　

　

　

日生町

　

　

　

　

　

　

1912（M45）.4.1 町制施行 伊部町

1927（S2）.10.1 町制施行 香登町

　

　

　

　

1948（S23）.10.20 町制施行 英保町

1948（S23）.11.1 改称 吉永町

1951（S26）.4.1 合併 備前町

　1951（S26）.11.3 町制施行 伊里町

1954（S29）.3.1 合併 吉永町

　

　
1955（S30）.3.31 合併 備前町 日生町

1971（S46）.4.1 合併 備前市

2005（H17）.3.22 合併 備前市


